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研究背景

植物の花床が成長して形状が変化
⇨小花配列への影響が分かっていない

生育段階の異なるキクタニギクを対象に
接点の3次元配列と花床形状を推定

対象データセット

生育段階の異なるキクタニギクのサンプル (a), (b), (c)

提案手法キクタニギクの器官配置

結果はポスターで紹介
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(a) は茎頂サイズが1.0 mm，(b) は1.5 mm，(c) は2.0 mm 
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